
◆認定手続き等のQ&A集 ※道MCとは、北海道救急業務高度化推進協議会をいう。

No 問 回答

1

申請にあたり具体的にどのような書類を提出すれば良いか。 認定を受けようとする救急救命士を雇用する医療機関の管理者は、下記書類を道MCに提出することにより

申請してください。下記③は、任意様式としますが、別添例を参考に作成してください。

①認定を必要とする救急救命処置に係る認定申請書（第１号様式）

②救急救命士免許証の写し

③認定を受けようとする救急救命処置に係る講習・実習修了証

※１

「気管内チューブによる気道確保」は第２６回以降の救急救命士国家試験合格者、「ビデオ硬性挿管用喉

頭鏡を用いた気管内チューブによる気道確保」は第３９回以降の救急救命士国家試験合格者が認定を受け

ようとする場合は、講習修了証の提出は不要です。

※２

「ビデオ硬性挿管用喉頭鏡を用いた気管内チューブによる気道確保」の認定を受けようとする場合は、

「気管内チューブによる気道確保」の認定証の写しを申請書に添付してください。

※３

「心肺機能停止前の重度傷病者に対する静脈路確保及び輸液、ブドウ糖溶液の投与」の認定を受けようと

する場合は、「薬剤（エピネフリン）投与」の認定証の写しを申請書に添付してください。ただし、第３

０回以降の救急救命士国家試験合格者が認定を受けようとする場合は、添付不要です。

※４

上記③の実習修了証とは、厚生労働省通知等の実習を実施し、修了したことを証する書類になります。

「心肺機能停止前の重度傷病者に対する静脈路確保及び輸液、ブドウ糖溶液の投与」の認定を受けようと

する場合は、実習は求められておりませんので、実習修了証の提出は不要です（ただし、講習修了証の提

出は必要です）。

2
現時点で（認定手続き等整備前）行った講習・実習により認定資格要件は満たされるか。 厚生労働省通知等に則ったカリキュラムで実施され、講習・実習の修了（修了証は必要）を確認すること

ができれば、認定資格要件は満たされるものとします。

3

「薬剤（エピネフリン）投与」は第３０回以降の救急救命士国家試験合格者、「心肺機能停止前の重度傷

病者に対する静脈路確保及び輸液、ブドウ糖溶液の投与」は第３９回以降の救急救命士国家試験合格者は

認定対象外とされているが、道MCへの届出等は不要か。

道MCは認定を受けた救急救命士を登録するため名簿を作成・管理することとしますが、認定対象外の者の

登録は要しないため道MCへの届出等は不要です。

4

道内の医療機関に所属し、かつ道MCにおいて認定を受けている救急救命士が道内の別の医療機関に所属

することとなり、認定を必要とする救急救命処置を実施する場合は、どのような手続きが必要か。

認定救急救命士の所属医療機関に変更があった場合は、変更後の医療機関の管理者から認定を必要とする

救急救命処置に係る申請事項変更等届出書（第２号様式）を道MCに提出することにより届け出してくださ

い。（名簿の変更のみで、変更後の認定証の交付は行いません）

5

道内の消防機関に所属し、かつ道MCにおいて認定を受けている救急救命士が道内の医療機関に所属する

こととなり、認定を必要とする救急救命処置を実施する場合は、改めて道MCの認定を受ける必要がある

か。

新たに所属することとなった医療機関の管理者から当該救急救命士について、道MCに申請を行い、認定を

受けてください。

講習及び実習修了証の代わりに道MCによる認定証の写しを添付してください。

6
他都府県MCにおいて認定を受けている救急救命士が道内の医療機関に所属することとなり、認定を必要

とする救急救命処置を実施する場合は、改めて道MCの認定を受ける必要があるか。

新たに所属することとなった医療機関の管理者から当該救急救命士について、道MCに申請を行い、認定を

受けてください。

7

「気管内チューブによる気道確保」及び「ビデオ硬性挿管用喉頭鏡を用いた気管内チューブによる気道確

保」、「薬剤（エピネフリン）投与」の認定を受けようとする場合は、病院実習を修了することが必要と

されているが、実習施設に決まりはあるか。

実習施設については、令和3年9月30日付け「医療機関に勤務する救急救命士の救急救命処置実施について

のガイドライン（一般社団法人日本臨床救急医学会・一般社団法人日本救急医学会）」に基づき、原則と

して自施設において実施することとします。なお、自施設での実施が困難な場合は、他施設で実習を行っ

ても構いません。


